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「
教
祖
140
年
祭　

学
生
お

ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
が
３

月
28
日
、
本
部
中
庭
に
て

開
催
さ
れ
、
静
岡
教
区
学

生
会
は
27
～
29
日
の
日
程

で
参
加
し
た
。

　

本
年
１
月
の
教
祖
140
年

祭
に
伴
い
、
例
年
の
「
春

の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」

で
は
な
く
、
10
年
ぶ
り
の

「
大
会
」
と
し
て
行
わ
れ

た
。

　

今
年
の
教
区
参
加
者
は

68
名
で
、
合
流
し
た
山
名

学
生
会
と
合
わ
せ
る
と
約

80
名
。
昨
年
の
13
名
か
ら

約
５
倍
以
上
の
人
数
が
集

ま
っ
た
。

　

27
日
に
は
、
前
夜
祭

「
春
Ｆ
ｅ
ｓ
140
」
が
開
催

さ
れ
、
教
区
学
生
会
は

「
ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー
醤
油

焼
き
」
の
模
擬
店
を
出
店
。

学
担
が
調
理
し
、
学
生
が

売
り
子
と
な
っ
て
提
供
し

た
。
売
れ
行
き
は
大
繁
盛

で
、
用
意
し
た
600
食
は
１

時
間
も
経
た
ず
完
売
。
約

40
店
舗
中
３
番
目
の
速
さ

で
売
り
切
れ
る
盛
況
ぶ
り

だ
っ
た
。

　

28
日
の
大
会
当
日
は
、

９
時
過
ぎ
に
山
名
詰
所
を

出
発
。
神
苑
に
て
開
始
を

待
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
真
柱
様
の

代
読
に
立
た
れ
た
中
田
善

亮
表
統
領
よ
り
「
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
と
勉
学
に

励
む
と
と
も
に
、
若
い
と

き
だ
か
ら
こ
そ
教
理
を
学

び
、
実
行
し
て
、
揺
る
ぎ

な
い
信
仰
信
念
を
養
っ
て

ほ
し
い
」「
ご
存
命
の
教
祖

の
お
働
き
と
お
導
き
を
信

じ
て
、
こ
の
道
を
歩
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
」
と
お
言

葉
が
あ
り
、
学
生
ら
は
心

ひ
と
つ
に
こ
れ
か
ら
の
信

仰
生
活
に
生
か
す
こ
と
を

誓
い
合
っ
た
。

　

29
日
は
、
９
時
に
詰
所

を
出
発
。
２
泊
３
日
の
お

ぢ
ば
が
え
り
を
終
え
、
帰

路
に
就
い
た
。◇

　

今
年
は
、
学
生
が
中
心

と
な
り
半
年
前
か
ら
企
画

し
、
当
日
の
進
行
も
学
生

主
導
。
ス
タ
ッ
フ
の
学
生

は
何
度
も
会
議
を
重
ね
、

班
分
け
、
行
事
内
容
、
時

間
割
な
ど
細
か
く
計
画
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
募
集
を

行
っ
た
り
、
少
ひ
の
参
加

者
に
声
を
か
け
た
り
、
積

極
的
な
呼
び
か
け
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
初
参

加
の
子
、
未
信
者
の
子
な

ど
、
皆
が
楽
し
ん
で
い
る

姿
が
何
よ
り
印
象
的
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
特
に
感
心
し

た
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

先
の
先
ま
で
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

グ
ル
ー
プ
名
は
「
静
岡
の

未
来
を
作
る
ぞ
♡
」。こ
の

大
会
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

10
年
、
20
年
後
の
静
岡
の

お
道
の
未
来
を
学
生
同
士

で
語
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
お
道
を
担

う
の
は
今
の
学
生
た
ち
、

若
者
で
す
。
学
生
担
当
委

員
会
と
し
て
、
引
き
続
き

若
年
層
の
育
成
、
つ
な
ぎ

の
上
に
励
ま
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え

の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

教
区
学
生
担
当
委
員
長　

岡
野
多
吉

教祖 140 年祭
　　　学生おぢばがえり大会

賑やかに開催
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少
年
会
静
岡
教
区
団

（
芹
澤
常
太
郎
団
長
）
は

３
月
15
日
、
静
岡
教
務
支

庁
に
て
「
わ
か
ぎ
の
集

い
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
６
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
の
少
年

会
員
と
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

静
岡
に
参
加
し
た
隊
員
の

親
睦
を
は
か
り
、
今
年
度

の
参
加
推
進
と
、
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
卒
業
生
へ
の
お

祝
い
の
場
を
設
け
た
も
の
。

　

当
日
、
９
時
半
よ
り
受

付
開
始
。
各
支
部
か
ら
育

成
会
員
と
参
加
者
が
次
々

と
到
着
し
、
10
時
よ
り
団

長
を
芯
に
お
つ
と
め
が
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
団
長
よ
り
挨

拶
。
お
ぢ
ば
で
の
ひ
の
き

し
ん
の
喜
び
を
振
り
返
り
、

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
の

「
人
の
た
め
つ
く
す
よ
ろ

こ
び　

ひ
ろ
げ
よ
う
」
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
ら
れ
、

「
今
年
も
友
達
を
誘
っ
て

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡
へ

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
促

し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
春
に
中

学
校
を
卒
業
す
る
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
11

名
に
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
今
回
参
加
で
き

な
か
っ
た
卒
業
す
る
隊
員

に
も
、
支
部
を
通
し
て
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
班
に
分
か
れ

て
浜
当
目
海
岸
へ
。
心
地

良
い
浜
風
の
な
か
、
班
毎

に
ゴ
ミ
袋
を
手
に
燃
え
る

ゴ
ミ
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い
、
海

岸
清
掃
ひ
の
き
し
ん
を

行
っ
た
。
参
加
者
は
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
ひ
の
き

し
ん
に
励
む
こ
と
で
、
緊

張
気
味
だ
っ
た
雰
囲
気
も

和
ら
ぎ
、
次
第
に
打
ち
解

け
た
。

　

12
時
よ
り
、
教
務
支
庁

の
参
拝
場
に
て
会
食
が
催

さ
れ
た
。
婦
人
会
に
よ
る

手
作
り
の
唐
揚
げ
、
焼
き

そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
オ
ー

プ
ン
サ
ン
ド
、
デ
ザ
ー
ト

が
用
意
さ
れ
、
美
味
し
い

食
事
を
と
も
に
互
い
の
会

話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

　

食
事
後
、
学
生
会
タ
イ

ム
と
し
て
活
動
紹
介
の
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
教
区

学
生
担
当
員
会
作
成
の
教

祖
140
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が

え
り
大
会
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

視
聴
。
中
学
３
年
生
へ
の

参
加
案
内
が

行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、

こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
の

新
し
い
テ
ー

マ
ソ
ン
グ

「
み
ち
の
こ

　

キ
ラ
リ
」

の
ダ
ン
ス
動

画
が
披
露
さ

れ
、
初
め
て

耳
に
す
る
曲

に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

そ
し
て
、

動
画
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
が
配

布
さ
れ
、
最
終
日
の
ス

テ
ー
ジ
上
演
が
告
知
さ
れ

た
。

　

最
後
に
、
親
神
様
、
教

祖
、
祖
霊
様
を
礼
拝
し
て
、

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡
で

の
再
会
を
誓
い
、
解
散
し

た
。

参
加
者

　

少
年
会
員　

30
名

　

育
成
会
員　

26
名

　
　
　

計　
　

56
名

少
年
会

　
わ
か
ぎ
の
集
い
開
催
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中
遠
支
部
婦
人
会
（
中

山
友
紀
子
支
部
主
任
）
は

3
月
1
日
、
山
名
大
教
会

を
会
場
に
お
つ
と
め
ま
な

び
総
会
を
開
催
し
た
。

　

９
時
半
の
受
付
開
始
と

と
も
に
次
々
と
会
員
が
参

集
し
、
10
時
よ
り
座
り
づ

と
め
、
十
二
下
り
の
て
を

ど
り
を
、
鳴
物
は
役
員
が

つ
と
め
、
組
ご
と
七
交
代

の
総
立
ち
で
つ
と
め
ら
れ

た
。
お
つ
と
め
終
了
後
、

支
部
主
任
の
挨
拶
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
神
殿

よ
り
食
堂
へ
移
し
、
和
や

か
に
一
同
お
弁
当
を
頂
い

た
。
午
後
か
ら
は
、
賑
や

か
に
バ
ザ
ー
な
ら
び
に
有

志
の
教
会
が
参
加
し
て
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

行
っ
た
。
手
作
り
の
エ
プ

ロ
ン
や
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

野
菜
等
が
販
売
さ
れ
、
支

部
会
員
が
交
流
を
図
る
場

と
な
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
た
。

　

当
日
は
、
120
名
余
り
が

参
加
。
皆
で
お
つ
と
め
を

真
剣
に
勇
ん
で
つ
と
め
る

事
が
で
き
、
喜
び
の
一
日

と
な
っ
た
。

3

お
つ
と
め
ま
な
び
総
会

中
遠
支
部
婦
人
会

○ 趣　旨

○ 対　象

○ 日　程

○ 参加御供

（途中入除隊・外泊の場合等日割りでの返却は致しかねます）

○ 宿　舎

○ 募集人員

○ 申込について 詳細は各教会に配布した募集要項をご覧いただき、各支部少年会委員まで
ご連絡ください。

○ 申込締切

●後半隊　７月30日(木)～８月 ４日(火)（５泊６日）　　　

少年ひのきしん隊の「人のため　つくすよろこび　ひろげよう」を合言葉に、

一人１０,０００円　※但し、兄弟姉妹で参加の場合は二人目から5,000円とします。

『サマースクール静岡』は、わかぎである中学生が「こどもおぢばがえり」を通して、

おぢばでのひのきしんを中心に、教区内の同世代の仲間との合宿生活の中で、

たすけあいを学び交流を深める静岡教区独自の練成会である。

それは、「しこみ・ふせこみ・たのしみ」の３つの柱を軸に、

明日の立派なようぼくに育つ素地を作り、道の後継者として育成することを目的とする。

団体生活に支障のない者。

●前半隊　７月26日(日)～７月31日(金)（５泊６日）　　　

静岡教区内に在住、あるいは教区内教会から推薦される、健全な小学６年～中学３年生で、

第34回　サマースクール静岡　隊員募集

こどもおぢばがえり R189 少年ひのきしん隊本部練成会

前半　４０名　　　後半　４０名

口頭連絡などによる１次締切：６月２５日

　　※まだ確実ではないけれど、参加は希望するの段階でも、

　　その旨を育成委員長に口頭で結構ですので、ご連絡いただけるとありがたいです。

第2母屋（天理市豊田町36ー1）
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【教区統一行事】　　
　31日　9：30 より「本部境内地ひのきしん」
　　　　11：00 より「東礼拝場にておつとめ」
詳細は教区・支部情報ねっとでも確認できます。


